


































































































いのか分からないままに、目の前に聳えている山に登るようなつもりで、 『源氏物語』に取りかかってみたのです。だから『源氏物語』を読んで生きる勇気が出たとか、生きていてよかったなど 思ったこと ありませんね。 れから先は分 りませんが。　
評論家の立花隆さんも『僕はこんな本を読んできた』と






ちゃんとしたお茶席に行くと、床の間に掛け軸が掛かっいてその崩し字が読め ければ けません。 それを読めて、さらに意味が分かれば立派 ものです。そして は西行












のはないでしょうね。中世になりま と 武家の天下ですから、源氏物語や古今和歌集を能筆（字の上手な） 公家が書写して有力武家に渡して、その報酬をもらったりということもあります。暮らしの糧にしていたのでしょう。　
物語というものは今でいうコミックみたいなもの、つま
り娯楽作品です。正式の書物とい のは漢字で書いてあるもの。昔は漢字のことを真名（まな）といいましたが、仏教書であれ漢籍であれ、真名で かれた本がちゃんと た本。それに対して、物語は仮名で書かれ した。 「仮名」とは「仮」の文字という意味で、つまり、かりそめの文です。物語というもの 本来そういう文字 書かれた軽い読み物だったの す それが『源氏物語』の場合は宮廷社会で大評判になって、たくさん書き写されて後世に伝わったわけ それほど評判にならなくて 今日伝わっていない物語もたくさんあったようです。作品は残らず名前だけ残 て る物語が結構ある です。──そうか〜。じゃあ、今のマンガ いずれ古典になるかも、ですね。今西
　
なりかけているのもありますね。手塚治虫はもとよ
り、竹宮恵子とか萩尾望都とか。コミックの古典というものが形作られていきます。評判になって多くの人に読み継がれていく、そのことによって作品は古典にな ていく。古典は書かれた当初は古典ではない。多くの人に長い間読み継がれ生き延びていくうち 古典になっていくのです──極地研の藤井所長がお話くださった中に、 「我々は氷を読む」とおっしゃって 明月記に超新星爆発の記述があるけれど、 氷床コア 中にその証を見つけ と聞いたとき、すごく新鮮で感動しま た。今西
　
そうでしょうね。理系の人が文系に関連した話題に




　「館長っておもしろい方ですね」と言うと、 「そうですよ。ぼくはおもしろいんですよ」と。      「本籍は今も大阪。奈良で生まれて北九州育ち。京都の大学に通って、最初の就職先は静岡。
    　　　
それから二十数年九州大学にいましてね、今は単身赴任なんですよ。自宅は福岡」 。





























































こんな字を書くのかという。能筆家と言われた人もいますから、まず んでいただいて、それから紙ですね、和紙。元は懐紙ですが、それを歌会のために細く短冊にして使っているわけです。です ら時代によって紙が変わってくる。最初は懐紙ですが、それを二つに折れば「折紙」 、切れば「切紙」 、真四角に切れば「色紙」 と言 た具合にもいろいろな形になっていま ここ は短冊を時代ごとに楽しめる展示になります。──紙を鑑賞するっていうのはおもしろそうですね。入口
　
はい。短冊の歴史は鎌倉時代からですから六百年。





















 平成二十二年十月四日 （月） から








   短冊だけの展示は非常に珍しく、鉄心斎文庫のコレクションとなると、
　　　 　　　　





















































































なかりけり浦の苫屋の秋の夕暮れ」 っていう歌です。見渡すと花も紅葉もない。 「浦 苫屋」 って漁師が住んでいる小屋ですが、それが見える秋の侘しい風景だと、それだけの歌なんですけれどね、すごく魅了されましたね。──景色が浮かびますよね。寺島
　
この歌になぜ惹かれたかというと、見渡すと春の花







味を持っている。陽明文庫にある国宝ですね。熊野懐紙という、そんなに上手くないように見えるのですが、これをずっと見ていたらね、ここの字が違っていてね。こういうところが本物 見てわか 「うらさむくやそしまかけてよるなみをふきあけの月 まつかせそ」 、ここが問題なんです。──松風ぞ吹く……。寺島
　
そう。後鳥羽院が亡くなって八百年くらいずっとそ
う読まれてきたわけです。 ころがよく見てみると、この「ふ」 っ いう字、薄いんですよ。僕の結論 ら うと、これは後鳥羽院の字ではない。後鳥羽院 字は「よ みをふき」 の「ふ」 。この変 「ふ」 は、もともとは「し」で、 「まつかせそしく」 って書 てあります。で 松風ぞ
しく」 じゃ意味が通じないから、後人が、天皇の筆だから畏れ多いにもかかわらず、明ら に後鳥羽院の間違いだと思ってふと書き入れちゃった。以来ずっとそう読まれてきたというわけ。でもよく調べてみると、 「松風ぞしく」 っていう言い方はあるんです。 「しく」 は「しきりに〜する」 。松風がしきりに起こるという です。──なるほど〜。寺島
　
しかもなぜ「ふく」 だとおかしいかと言うと、 「よる
なみをふき」 と言いながら、また「ふ 」 を使う 言葉がダブってしまう。三十一文字の中で同じ言葉を二度使うのは素人。ありえない この「まつかぜそしく」 は斬新な試みだと思います。これも直筆をジッと見ていてわかってくることなんです。──文字が口をきくわけですね。直筆の力っ すごい。私も高校生の時和歌の一首に魅了された 人です。 「 のぶれど色に出にけりわが恋は」寺島
　「ものや思ふと人の問ふまで」 。良い歌知ってますね
〜。百人一首 入ってる平兼盛の歌ですね。壬生忠見 「恋すてふわが名はまだき立ちにけりひと知れずこそ思ひそめしか」 とペア。天皇が主催した歌合わせで、 「しのぶれ 」と「恋 」 を競わせた。どちらも似ている歌ですよね、秘めた恋をし いるけれどつい出ちゃったというのと、恋しているという私の名はも や噂になってしまったという歌。甲乙つけがたかったけれど、天皇がこ を吟じ いたので勝った いう逸話が残っている。──現代人の私が聞 てもこ ちがよかったわけですから、 昔も今も人の感性は 「 ぶれど」 なんでしょうね （笑） 。寺島
　
僕もこの歌は百人一首の中で相当好き（笑） 。とこ
ろで、歌もいいけれど、実はえくてびあんさんにお話ししたいのはこれですね、 「方丈記」 。 「行く川のながれは絶えずして、しかも との水にあらず」 ね あの方丈記は今何種類あるか知っていま か？──何種類って？一つしかないと思っ ますが。寺島
　
ですよね。だからそこが国文学研究資料館 調査収




と短いものがあります。広本と略本。広本は古本と流布本とに分かれこれもそれぞれ何種類もある。日本全国にあすべての方丈記を集めてきて、研究者の優秀な頭脳で調べてもらう。冒頭で言ったように、調査収集事業なんだ れど研究と事業が密着しているわけ 。二〇一二年は方丈記八百年。それ ちなんで展示もし 鴨長明 自筆かとも言われ いるも も。──それはすごいですね！寺島
　
これが大福光寺本といって、明治に発見されて大正
十四年にこの写真版が出ました。それで一斉に「これは古い！」 ということで、以来日本のすべての読書人は を読んでます。ところが江戸時代に印刷が広まって作られた流布本、明治・大正まではその流布本を読んでいたわけです。それが当時の日 人の方丈記だった。 大福光寺本を比べてみると、結構違うところがある。つ り昭和以降の日本人はこれ 読んでいて、明治・大正まで 日 人は違う方丈記を読んでいる。芭蕉もまた別の方丈記を読んでいたということになります。──たとえばどんな風に違うんですか？寺島
　
流布本の方丈記にしかな











庵を建てて住んでいたんです。出家するっていうことは全部を捨てるこ 。全て捨てるとはこだわりを捨てること。長明も頑張って捨てたんだけれど、実は彼はかなりの音楽家で、琵琶と琴 庵に持ち込んだ。それにこだわっ いてね。──へえ〜。寺島
　
方丈記の終わりが面白い。結局「私


















［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成22年11月号より ］












ということを、わかりや く目録にしてあげな一般の人にはわから 。目録を取る時には、例えば松代藩なら松代藩 土浦藩なら土浦藩の状況をきちんと勉強して、その資料がどういう所で作ら たかその組織図をちゃん 頭に入れて ります。──昔の人 友達にならないとでき い ね……。青木
　
あとで地下の収蔵庫に行ってお見せしますが、

















                                      　































































ミ（紙魚） って う は表面をなめるけど、穴を開けてしまうのはシバンムシです。洋服が食われ のはイガとかヒメマルカツオブシムシ。これはすご 外にシーツとか白いものを干すと、成虫が飛んで来てそこに卵を産むの。それをしまって押し入れに入れるとそこで幼虫に って食べちゃうわけ。──外に干さない方がいいのか……青木
　
そういう虫の性質をよく知って、薬剤をできるだけ









虫のチェック。そ 中に収納されている資料の状態をチェックする。まず保護措置してお て、次 段階で「ああ虫食いがありましたね、リーフキャスティングしましょうか」 って進める。ちゃんと保存 あればすぐにやらなくてもいいわけ。だから修復も大事だけれど、その前にきちんと保存すること 大事です。急激な変化を避けるこも重要で、正倉院だって除湿は ているけれど温度はまま。展示するために外に出た するわけだから、保管状況だけ一定にし いても意味がない──なるほど。青木
　
当館もそう。急激に低湿にしたり低温にしたりする








ピールのしやすさってありますよね。立川からタクシーに乗って「極地研」 ていうとすぐわかるけど、 「国文学研究資料館 何やってんですか？ って。──でも国文研には国文 の面白さがありますよ〜。深いし、日本人でよか たな って思わせてくれるから。
［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成22年12月号より ］
フルホンシバンムシの成虫と幼虫







                                      　
















くても自分でできると思ったんだろう 実際はとん もない事だとは思うけどね。その当時、思い上がりが強かったのか、何か物凄くある種の自信があって。古典の世界は人に教えてもらわないとサッパリわから から──古典もいろいろですが。中村
　
うん、同じやるなら当然ルーツだと。やっぱり古典
をやる以上は、なぜそんな事がその時に始まったのかという事をちゃんと理解しないと、文学研究したことにならんだろうと思って。もちろん古事記、日本書紀、万葉集とか古い所は当然その問題がある。でも 平安時代になっても物語が始まる、和歌が始まる、歴史物語が始まる。平安時代にも始まることがい ぱいあって、始まりという はどこからでも良 わけだけど、だったら平安だ 。 の物語文学からとりあえず入ってみようと思ったの。──それで？中村
　
家は貧乏だったんですよ。 貧乏だった。 父がいなかっ
































──失礼しました（笑） 。新収資料 ってことは新しく集めたものって事 すか？中村
　
そうそう。最近購入したものを中心に展示します。

















すよ、ここだけ違いますよとい 展示 方ができないの。どこ並べてもどこを比較しても いますよという展示にしかならんから。──（笑） ああ〜。わかっ ような、わからないよう 。中村
　
だからね、どこ見て貰うんだっていう事 非常に難
しい。違うでしょ？っ 、 見ても違 ねって（笑）だから、どこを見て欲しいんだっていうこ が非常に大事で、それは専門の人に任せて。──そう 〜。見なきゃわかりませんね。わかったのはふたつが並ぶのはとても珍しいこと。中村
　
まずないですね。








係などを記録に留めて後世に残そうとしたもの。それは平将門の内乱に関して言えば将門 がある か陸奥話記か。それから承久記、明徳記、応仁記 りがそうです。この辺のも はうつほ物語絵巻と 違って豪華さはな 。非常に素朴な本。むしろ展示に堪えないようなレベルの本かもしれないです。けれども、こういうのは逆に言 展示されることがないです。 平安 物語から中 の軍記物語、さらに中世の軍記へというストーリーが描ける らば、滅多に表に出ない様な文献も一緒に見て貰えるんじゃないしらと、その辺まで並べてみたい と思っています。──軍記の事実の で、私たち 先祖 会え かもしれないですね。楽しみです。
珍しい展示を次々開催する国文研。新年最初の展示は 「新収資料展」 。　　　　　　　　













［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成23年1月号より ］
中村康夫さん：平成29年3月末現在　名誉教授



















して捉えてシステムを作って行く。ただ理解しようとした方が仕事はやりやすいです。 おかげで今まで知らなかった、源氏物語には原本がないなんてこともわかったし。源氏物語の登場人物十人まだ言えませんが。光源氏ね、恵まれ過ぎていて同情できない（笑） 。──先生 ここでのお仕事というのはデータベース作りですか？古瀬
　
基本的にデータベースは文学の先生方に作っていた
だいて、私はそれをどう見せるかという、データベ スシステムを運用というか、もっと高度に情報検索しやすくする。ソフトウエアもハードウエアも環境が頻繁に変わるのでずっと動かし続けるという は結構大変なんですが、作った当時のものがいつまでも良いわけ はない。昔のカセットテープやフロッピーディスクも段々使えなく ってきています。計算機の世界はそう ことが非常に激しくて、維持するというこ は新 環境 使えるようにしてあげると うこと。古い機能のままだと利用者 利用──四角いケースに入っているものですよね？和田
　
そうです、 そうです。そういうのが何千枚かあって、













































学の先生方がそれぞれ作っています。ですがときどきゲリラ的にデータベースを作って来られるときがありまし 、もちろんこれを公開してよ かとか国文研の資源を使っまで公開する価値があるのか か審議はしで撮っているのでしかたないです。モノクロ２値っていうのがあって、結構粗い感じですが仕方ないかなと。──実はえく びあん 苦労して るのは画像データの色です。画像を国文研から提供 ていただいても、実物 見ていないですから、印刷した時に本当にそ 色でい どうか私たちにはわからない。和田
　
紙焼きを一緒につけてもらうしかないですよね。
──多摩てばこネット 記事とリンクして「画像はこちら」ってしたら、えくてびあんは楽です。館蔵はどのくらいもうアップされ るん ？和田
　
一万数千点あると言われている和古書の中から




























































































んです。綺麗だしね、安価だし、だからすっかりこちらハマってしまって（笑） 。幕末の浮世絵はものすごく数が多くて、今まであまり価値が認められていなかった ら安い。これは天保の改革の後に出た役者絵だから、役者の似顔絵を描い はならないことになっていた で、役者の名前が入っていない。 も、昔 人は歌舞伎が大好きら、似 見れば誰だかすぐわかります だけど私たちが似顔で判断するために 、当時の役者の顔も勉強しなくてはなりませんね。──先生、この本も面白そうですね。山下
　『図説「見立（みたて） 」と「やつし」──日本文化













じることもない れど、威張れることでもない。というのは今、国文学は日本の中では下火になってしまって、本当に憂いて ます。理科系に比べればお金 かからないし、これだけ豊かな文化が土壌にあって、それに触 れば日本を深く知ることができ、心が豊かになって満ち足りた気持ちになるのに。本当にもったいないです。海外の学生の方がむしろ興味を持ってくれます。──国文学を専攻すると就職しにくいと言われているよですが、日本を知るということは大事なことですよね。山下
　
江戸時代庶民の文化の高さはとても有名です。出版
文化が整っていたし、みんな字 読めるわけですしね。結局は三百年の平和がもたらしたものです。そしてどうしてこれほど戯作などの遊びの文化が発達したのか いうと儒教道徳が行き渡ってい 枠組みがき ちりした社会で、護るべきことがはっきりしていた めに、 その中で遊べる。遊びの精神を育んだ土壌はそれだっ では かと思いますね。──根っこがぶれないから、遊べるんですね。山下
　
一枚の浮世絵を創るにも、描く人と彫る人と摺る人
























強しないとできません。 これは江戸時代中期のものです 、昨年秋の国文研連続講演で中野三敏先生は、 は一番水準が高 「ひとこぶラクダ説 を唱えています。今までは初期 元禄 後期に頂点のある「ふたこぶラクダ説」だったけれども、 …。でもそのような作品が教科書に載ったこともない 、ほ んど手付かず状態です。──先生、これからはどん 研究をなさって くのですか？山下
　
平成二十二年から二十四年までで、 「見立て・やつし」





























［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成23年3月号より ］











入った頃は、室町末に作られたお経の注釈書を勉強していました。面白いたとえ話や和歌、 ことわざ、 御伽草子とそっくりの話などが載っていて、興味を持ちました。御伽草子も室町から江戸にかけて作られたもので、 『一寸法師』 『ものぐさ太郎』 なども御伽草子です。たいてい綺麗な挿絵があり、絵と一緒に楽しまれていました そこ くつかの作品を読んでいるうちに、観音信仰が反映され る挿絵に出会った ですが、本文にはそんなことは書かれ ない。その時、 本文だけでなく、 「挿絵を読む」 楽しさを知り、御伽草子も勉強するようになりま 。──今日ご紹介くださるのは……。齋藤
　
 「在米絵入り本の総合研究」 という共同研究につい





















は、庶民が活躍して富貴繁盛、めでたしめでたし、で終わる物語がたくさん作られました。庶民の夢を語った かも知れませんね。また、人間以外のものが活躍する作品 、私は好きです。動物や植物、道具が擬人化され、人間顔負けの歌合をしたり、恋をしたり 見ているだけで楽しくなります。その上、実は『源氏 語』 を踏まえているなど、作者の教養が隠 ていたりする。当時の学芸、教養 盛りこまれ、知的な遊びに満ちているところに、魅力を感じます。──調べるのは大変そうですね。齋藤
　
謎解きみたいで楽しいですよ。古典というのは何か
特別なものではなくて、何世代か前の人達 、実際に楽しんでいたものです。 現代まで受け継いで る部分もあれば意味が分からなくなったり、失われたりした部分もあ 。ですが、自分 ち 足元を知るのは面白い 、大事なことではないかと思 ます。──例えば？齋藤
　
スペンサー・コレクションでいうと、この『鼠草紙
出世物語』 。これはめ たづくし 話で、都 白鼠が美人鼠と結婚、一度 生き別れになりますが、人間に助けられて帰京し、人間も白鼠から福を授 ります。挿絵は白鼠ばかりです。ところで今はお正月に書き初めをしますが、昔は「読み初め」 という風習もあって、新しい年が幸せであるようにと、おめでた 物語を読んでいました。こ 白鼠の話も読み初めの物語だったようです。　
白鼠は大黒の使者で、福を授けるめでたい動物と考えら






頂こうと思っていたので、そ をしましょうか これは国文研の貴重書の『 黒舞』 と 絵巻です。庶民が幸福になる話で、昔話「わらしべ長者」 と似て す。奈良吉野の里に住む男が、 何とか裕福になって親孝行を た と、清水の観音にお祈りする。そう たら わらしべを授かる帰り道、 「ありの実売り」 に会う。 「ありの実」 は梨のこ で、「無し」 に通じるのを避けた言い方です。この人が鼻血を出している。それで、わらしべをありの実売り げる









があって、 国文研も所蔵し ます。 昔話 「牛になった花嫁」や落語「お玉牛」 と近い話です。美しい娘に恋した老僧が、本尊のふりをして偽のお告げ ささやき、失敗して まうのだけれど、この挿絵、立派な身なりの僧侶が仏間からささやいているでしょう？
　
僧侶の罪深さを強調する表現に
なっているんですね。でも 他の図書館が所蔵して る 『ささやき竹』 では仏間 はなく 僧侶も簡素な姿で描かれています。つまり、テクストによっ 挿絵が違 、物語世界が違うのです。ですから、やはりまずは地道な調査 必要で、そこから本格的な作品研究 始められるわけです。　
ちなみに、 国文研の御伽草子絵巻や絵本は、 全文をカラー
































「徒然草」 とか「方丈記」 「平家物語」 や「御伽草子」を読みますが、私の場合はそれが能だったんです。珍しい例だと思いますね。先生宛に来る招待券をいただいて、初めて能楽堂へ能を観 行きまし 。忘れもしな 、今は人間国宝 宝生流能楽師、三川泉さんがシテ。今から三十五年くらい前ですから、三川さんもまだ若くてね。演目は秋の名曲『三
井寺』 でした。　
いや、私の初めての観能体験は散々なものでした。開始
十五分でもう帰りたくて帰りたくて。でも周りは熱心に観ているんです。謡の本かなんか見たりして。真ん中の席でしたから「すみません」 なん 抜け出すわけに いかないし。 結局最後ま つきあって、 観終わったときの印象は、 「世の中には不思議なものがあるな」 というものでしたね 先生から「どうだった？」 と聞かれ 正直に答えま 。 「誰も帰らないのが だった。でもみんなが一生懸命観ているということは、今の自分にはわからないけれど何か魅力があるのかもしれない」 と……、それが能との長い付き合いの始まりでした。　
能は現代の演劇とは全く違う。謡と台詞とでものすごく
ゆっくりと進行する。どちらか いえば我々に、その物語を想像させていくような展開のしかた 珍し 。音楽も変わっている。囃子の楽器は小鼓と大鼓、 それに笛が基本で、そこに太鼓が入る。今まで経験したこと な 音に、 「イ
ヨォー、ヨォー」 と気合いを込めてかけ声をかける。そして、美しい装束、それに能面。いろいろな種類の面があって、しかもそれらは完成された美を持っ いる。そんなところに引き込まれ 魅せら ていきましたね。　
能のレパートリーは現在二百番くらいあるのですが、そ
の中でも頻繁に演じら るの 百番くらい 観れば観るほど新しい発見がありましたが ある時「あっ、これは！」という舞台に当たった。その観能体験はと も不思議なもので、言葉では言い表せません。　
決定的だった一番。それが金剛流の奥野達也さんの『隅
田川※』 した。 『隅田川』 というのは生き別れにな た母子の物語です。一曲終わって、私はあ り 余韻にしばらく席を立てなかった。今まで味わったことのない感動でした。 「平家 」 の血沸き肉踊る思いでもなく、小説を読んだ時のようなワクワク感やジーンとくる思いでもなく、言葉では言い表しにくい感動なんですが、そのま 冷たい世界に落とされるというか、どっぷり沈んで行くよう 感じです。　
能は今から六百年前に作られた芸能です。観阿弥とその
息子の世阿弥が能楽を大成した 言われています。芸能や演劇はその時の流行に左右されるもので、今流行 ている芸能が今後もずっと残るかと言えば、 それは極めて難文字テキストとして固定した「源氏物語」 なら りますが、芸能はその場だけのもの。それが生命力をもっ 六百年も残り続けるという はすごいことです。　
人に訴えかける力というの 二つあると思います。一つ
は時代性、当代性とも言 ます。その時代に受けると うことです。芸能や演劇 要素がとても大きい。分かり易く言えば、今はＡＫＢ
48が流行っていますが、少し前は
モーニング娘、さらに以前はおニャン クラブだっ りと流行は移り変わる。ところが、 や歌舞伎は現代で 演じられているし、シェイクスピアの戯曲などは日本で日本語でも演じられている。それはなぜかと言えば、普遍性があるからだと思 ます。時代性も大事ですが、普遍的な魅力があれば六百年でも続くというこ です。　
では能のすべてが演じ続けられているかと言うとそうで
はない。レパートリー二百番のうち頻繁に演じられるのは百番ぐらいで、 その中でも人気 高 ものは五十番くらい。そのほとんど 観阿弥と世阿弥の父子 世阿弥の息子の観
世十郎元雅とか、世阿弥の能や能楽論の実質的な継承者である金春禅竹などの作品です。世阿弥が完成させたものは普遍的な魅力をもっている。普遍的な魅力とは、やはり人間の喜怒哀楽を表現していることです。それを古典文学の世界を使いながら、うまく再構成しているんですね。　
人間が生きていくには一人では生きていけない。必ず社
会の中で、人間関係の中で生きていかなきゃ け い。そこで色々な葛藤が生まれたり 喜びが生まれたり 。つまり喜怒哀楽です。 「源氏物語」 にはそれらが表現されているのではないかと思います。だから大ベストセラーになる。軍記物語 もそう。 「平家物語」 の木曾最期に描 出されて は、乳母兄弟の絆と いますか、木曾義仲と今井四郎兼平の「死ぬ時は一緒」 という強い絆、そんな人間の機微が描かれている。　
以前は高級な趣味として能を支えるパトロンがいました
が、今は観客層が変わってき 、純粋に演劇として面白いなと思って入って来る人や、狂言人気から能に興味を持つ人など 増えてきました。私は国立能楽堂の専門委員 していますのでわりとよく観に行きますが、年配の方ばかりでなく、今は若い方もだいぶ増えてきました。でもやはり観客の割合としては 謡や仕舞のお稽古をしていた人が圧倒的に多かったものですから、そうした が減っ く だけ観客の絶対数は減っ います。　
歌舞伎のように一定期間毎日演じる興行とは違い、能は
本当に一期一会。一つの舞台をやるために、能役者は何日も前からその舞台の準備をして、謡を一生懸命覚え 。師匠に舞台の動きを教えてもら 能面を選び、そ 曲に合う装束を選んで、稽古を積んで前日に申し合わせと う、本番の舞台の動きと同じ予行演習をやっ 当日に臨む。そして本番はその日一回しか演じない。一回しかやらな のが能の能たるところな です。そんな緊張の中で演じますから、観客も緊張を強いられる。感受性の豊かな若 うちにこうした雰囲気を味わうと、能の魅力にハマると思 ますね。もちろん、歳を重ねてか 余裕を持って観るのもよいですが。　
隅田川もいいのですが、 『井筒※』 も観てもらいたい。
男女の愛と う普遍的なテーマを扱った能で、在原業平に対するシテの純愛が描かれています。シテは待つ女です。待つというと受け身のようです 、待 るというこ は強いことなのです。我々はその強さに引かれるんですね。シテは業平を思って舞うのですが、段々と思慕が募 て、二人にとって想い出の井戸、将来を誓い合った井戸の中 覗き込む。ここがすごくいい場面なんですが、役者が覗き込む瞬間に、 囃子方も謡も、 一時止まるんです。二 三秒、 もっとかな、止まって、そして、顔を上げて「みれば懐かしや」と謡う。その一時を私は〈永遠 一瞬〉 言って ます 、全ての時間が止まるという感じ ん よ。観世寿夫さんという名人が演じたその場面 本当に素晴らしい。甥の観


























商人に連れて来られた子供が 向 う岸で亡くなってしまっ こと 語ります。 ジッ 動きませんが、聞き入っているこ 観客にはよくわかる。そ て「子供の名前は梅若丸 父は吉田のなにがし」 と語られると、それまでほとんど動かなかった女の面が少しだけ動く。我が子のことではない と気づいたことを微妙な動きで表すのです。更に聞いているうちに、女はそれが我が子であると確信を持ちます。　
やがて船は対岸に着きます。ところが女は降
りない。訳を聞けば、 「それは我が子のことだ」と悲しみにくれます。大げさに泣い りせず指を揃えた手を額のあたりに持ってくる「シオリ」 という、涙 抑える仕草をします。さ げないけど、全身に悲しみを帯びているように見える。能というのは身体の動き 抑制して、喜怒
哀楽を表現する劇なのです。　
船頭は女を墓である塚へ連れて行く。ここで




の愛という普遍的なテーマを扱ったもの す。諸国一見の僧が、大和の国の名所である長谷寺へと向かい、その途中に在原寺に立ち寄ります。在原寺は廃寺となって荒れ果てていますが、ワキの僧が、ここは昔、在原業平と紀有常の娘が契りをこめた場所だったと思いにふけっていると、美しい女が忽然と現れる。これが主人公、シテです。こ 設定がもう「能」 なんですね。全くの廃墟の夜更けに、美しい女性が手向けの花
を持って突然登場する。実はこの女は幽霊なんです。こんな時間に女性が一人で現れるには何か理由があるのだろうと、僧は女と会話をする。話をしていくうちに、昔ここは業平と有常 娘が契りを結び、その後二人は夫婦になったのだけれど、業平には龍田山を越えた河内の国に愛人が出来て通うようになったと女 語る。古い話をよくご存知ですねという僧に、実 自分が業平の妻だった紀有常の娘なのだと素性を明かし、 「伊勢物語」の「筒井筒」の段、 「つついづつ
 
いづつにかけしまろがたけ」 と歌われたあの幼馴染みで、龍田越えをする業平を一途 待ったのも私だ。だから自分は「筒井筒の女」 も言われたのだと語って、消えていきます。ここまでが前場になります。　
後場では、シテである紀有常の娘は業平の形
見の衣を着て、烏帽子をかぶって出てきます。そして業平と契っていた頃のことを語るのでが、その内容はひ すら男を待ち続けた「人待つ女」 の純愛の物語で 。待つ女ですが、決 て受動的ではない。待てるということはとても強いことなのです。物語っているうちに業平への思慕はいよいよ強くなり、二人にとって想い出の井戸を覗きます。そしてすべ が止まる永遠の一瞬。 「見れば懐かしや」と謡う 、いった何が見えたのか…。自分の姿 のか それ も業平の面影なのか…。業平 ことを想って舞っているうちに夜は白々と明けて、残った は在原寺に吹く松風ばかりであった、という終曲を迎えます。












の資料を扱っています。僕が今関心を持っているのは、戦中から戦後にかけて 資料です。古文書などはお宝のようになってきていて、捨てる人はあまりいない。し し戦後の記録は、軽視されがちです。これから五十年、百年先には立派な歴史資料になるものです。これを保存しておかないと僕らの後の世代になった時に、あの時代を検証できなくなってしまう。素材を残し お ば、後々なにかの研究に使ってもらえるのではないでしょうか。 く普通の一般庶民が記
しる
し残したもの──日記、学校時代のアルバム、卒
業証書。誰もが持っているのに、その価値は個人的なものだと捨てられてしまうことが多い。後の時代 ら見るとその時代を知る手 かりになる大切 なんです。名も無き人々の記録は、今意識して残さなければ無く しまいます。──その中でも特に満州関連に興味を持って らっしゃるとか。加藤
　
僕の研究テーマが日本と満州の関係ですので、満州
や朝鮮半島にいらした方が引き揚げてきた時に命からがら持ち帰ったものとか、帰国してから書き残したものとかに興味があります。戦後六十五年も経って殆ど風化しかかっている記憶ですが、 人間はある種強烈な体験をし は、何か記録を残しておきたい 思うようです。今の時代になり、代替わりして遺品を整理していたらこんなものが出てきた。捨てるのも惜 いし、どうしたらいいだろうというケースが最近多 んです。僕はこう た資料を集めている適切な所を紹介したり、またはここで保管したり、その目録を作ってどうやっ 公開するかを考え り ています。──先生がお話するといっぱい集まってきそ ですね。加藤
　
講演会などで話すとどんどん話がきますが、これは




ベルだったわけではないです。明治の頃から満州に渡っていた人もいれば、 昭和の恐慌になっ から行った人もいる。それぞれの時代背景も違って るし、第二世代、第三世代になっていた人もいる。 会社員なのか役人やっていた か、満州の奥地で開拓団やっていたの 。生活水準もちがう。満鉄の社宅なんてとて ぜいたく 、日本よりも豊かな生活をしていた人たちがいました。──そういう近い過去は、みんなわかっていることではなかったんですか？加藤
　
実は生活レベルっていうのは当たり前過ぎて記録に
残らない。今も ですよね。電車の乗り方なんて文書にして残さなくたってみんなわかって るわけです スイカかパスモをチャージして乗るなんて当たり前ですから 僕の小さい頃は硬いキップでバチンとはさみを いた。現代の子供は知 けど、当時は当たり前だったから記録として残していない。
　
満州には日本の様々な地方から人が集まっていますの






う引き揚げ体験 て、ようやく日本に帰ってきて最初の関門が「 」 なん す。でもそういうことは、こちらがインタビューして掘り起こしていかない わからないことです。──引き揚げて来られた方も、自分個人の体験 し 思ていないんですね。加藤
　
そうなんです。個人的体験が歴史的に価値あるもの
かどうかわからない。こちらでお話を集めていくと ある種共通のものがわかってくる あの時代の雰囲気というのが見えてくるんです。こういうことは意識的に残し いこうとしないと残らな ですよね──先生のお仕事は、過去を残し い ようで未来を見いるんですね。加藤
　
そうですね。歴史資料とい のは未来にどうつなげ













果はあったかもしれない。誰々が好きという歴史入門もいいのですが、あくまでそれはフィクションであ 。やりすぎるとその当時の歴史を知ったことにはならないんです。──歴史を知 こと 重要性とは？加藤
　
歴史は人間がやっていることですから、人間の本質




係と本質的には同じ。思い違 が とか感情的なすれ違いがあるとか、非常 ばかばかしい部分でわかりあえず、結果的 ものすごく関 が悪くなって最後に戦争になる。 望まなくても戦争は起こってしまうし、そういうケースの方 圧倒 多い
　
僕が歴史家になったきっかけはソビエトの崩壊です。あ
んな超大国があっけなく、しかも戦争もなく崩れてしまった。人間がやっているのに、結果的に人知を越えた予測不可能な方向に向いて、最後はあっというまに潰れてしまった。国家とはいかにもろ か、人間の力にはいかに限界があるかということを思 知ったわけです。今回の原発 んかもそうですが、全部 維持でき とか すべてを支配できるという事態がそもそも間違いであって、何かのきっかけで誤った対策を続けていくとあっというまに崩れてしまう。ソビエトは僕に って衝撃でした。──歴史を知らな と未来は見え いとよく言われますよね。加藤
　
ええ。戦争なども、どこが侵略したとかいうことよ
りも、単純には言い切れない、曖昧な部分が非常 重要なんじゃないかと思います。正し 思って対応してい けれど、実は全然正しくなかった。でもやって る人に悪意はない。結局人間は未来が見えないので どの道を進めばいいかという選択 んですね。 いと思って選んだ道を進んだら谷底に落ちちゃった そん ことの繰り返しじゃないかなと。そうなる前に過去の事例に学んで かないと未来が見えてこないです。　
今の日本が迷走していると言われるのは、戦後のある時
期で過去につい 冷たく ったからのような気 します。それはもう終わったことでしょ？
 今が大事、と。価値観












［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成23年6月号より ］
加藤聖文さん：平成29年3月末現在　准教授
写真：立川市歴史民俗資料館















育ちで、大学は早稲田やけど、関西弁をずっと使こてるんですよ。国文学研究資料館の共通言語は関西弁でなければいかんと思ってるんです。だってね 枕草子 清少納言っていう人はずっと京都の御所に居た人ですよ。 そしたら 「春はあけぼの」 いう響きで文章を書い わけではなくて、「春はあけぼのや〜」 と書かはったわけです。源氏物語だってそうだし、 徒然草だ てそう。江戸の真ん中あたりまで、文化の中心 上方です。ですから関西弁の響き いうのは、古典文学の中で非常に大事なはずな ね。まあ、そういう言葉を大事にしていこうという意図があるん な（笑） 。──反論はないんですか？武井
　
反論、聞いたことないね。そう言われてみたらその








やっぱり大事なんです。真面目に修行して台詞のしゃべり方だとか、体の動かし方を一所懸命努力した役者、それはそれで尊いんだけれども、それだけでは う も人気役者にはなれない。持って生れた存在感というのが必要なんですね。五代目の団十郎と言う人がいてね、この人はへたくそやった 稽古の工夫をいくらやってもしょうがないそんなことばっかりやってたら身が持たんという言葉を残してるんですよ。自分が舞台に出ただけで 観客がワーッと喜ぶ様な役者になりたいと。存在している 間のそのめでたさ、そういうものを体現する存在でありたいと言っるんです。その五代目団十郎が江戸でものすご 人気を得たんだけども これは江戸 疫病が流行 た時期で、江戸の人口が百万ぐらいだと言われている時、二十万人ぐらいが死んでる。二十万人も死 で、どこの家族でも一人ぐらいやられてい 。そういう時期に劇場へ行って ず と何代も続いてき 団十郎の演技を見る。荒事 て言うんだけども、大きい所作 もって、見得をして、それはまる そこに太陽があるような演技です。温かい太陽がある様な、そういう のを観て、 江戸の人達は安心す わけです 「ああ、こ 変わらないも があった」 れは上手いとか下手とか、そんな事を越える「存在感」 なんですよね。──なるほど。武井
　
今回の震災を通してもね、我々のような文化や文学
の研究者に一体何ができる だろうと 非常に無力感におちいることがあるんだけれども、こう う時期が一定期間過ぎた時に人間が何を求めるか。 ち ん食べて命を生きながらえる事が一番大事なんですよ。だけれど それ できるようになった時、豊 に生きた と。飯 おかずもドンブリにほりこんで一緒にして食ってたのが き に盛り付けしたものを食べ いなと思う。美しい盛り付 のその美しさの部分に文学だとか文化だとかそういうものがある。──私が歌舞伎を観 行く楽しみは、お弁当でした （笑） 。武井
　
うん、うん。それで良いんです。歌舞伎の楽しさっ
て言うのは、飯食う楽しさや。大名の屋敷なんかで歌舞伎を呼んだりすると、その記録は半分が飲み食い 記録ですよ。お菓子は何が出たとかね。そういうも を食いながら観るのが芸能です。相撲でも演劇でも、普段は真面目に働いてる人達がちょっと「外れる」 みって言 も 彼らは提供してきた 芸能 歌舞伎ってい の 飲み食いをし 楽 むのが本来の姿。歌舞伎に「かべす」 っていう言葉がある。菓子、弁当、寿司って言 こと。歌舞伎の楽しみの大きな部分は「かべす」 そ から着飾る楽しみね。一張羅着て。──歌舞伎の「研究」 とかっ 言うから、だんだん勉強みたいになっちゃ んじゃないですか？武井
　
うん、そう。だから、それは研究者がそういう事を
ちゃんと教え いと駄目ですね、大学の講義な かで 本来芸能とはこういうものだということをね。源氏物語だって本来楽しむものなんで、日本の古典もほとんど ものは娯楽の為のものです。娯楽 て言 と何か低 位置にあるみたいに思われるけれども、命をかける娯楽って言うある。日本 芸能では、 娯楽は「慰み」 って言ってます 慰みって言うと、何かお慰みごと ていう感じで、レベルが低い、位置付けが低いと思われがちだけれど、慰みって言うのは、いつか死ななければならない人間が命を洗濯して 新しい命を吹き込むこなんです。簡単に言えば温泉に行くみたいなもんですよ 温泉行って「ああ、ええ湯やった 」 「ああ、ほっこりした」「寿命が延びたわ」 って言うでしょ？
 こ
れなんです。能の元










──私はこちらに来るようになって、感じることがあるんです。本の中に出てくる実在した人、しない人、登場人物とか、古文書に書かれ いる名前とか。本や資料を見る度 、または資料館の書架を見せて頂くと、その人間 数っていう 、魂の数っていうか、そういうものに圧倒されるんです。生きてるっ いうか 中から呼びかけてくるっていうか。そういうのは感じないですか？先生。武井
　
それはね、それはあれです。 「見ぬ世の人
を友とする喜び」 って言うんです。これ 徒然草に書かれているのね 今は見られな 世の人間が立ちあがってく ことがある。その瞬間って言うのがやっぱり面白 ですよね。　
私は「江戸歌舞伎と女たち」 って言う本を書い














［ 記載内容：月刊えくてびあん  平成23年7月号より ］
武井協三さん：平成29年3月末現在　名誉教授


































新聞などの広告や書評を参考にして、どんな本 買おうかみんなで会議して選択する。江戸時代には弘 に 専門の本屋はまだ いんですが、明治半ば なって初めて だけを売る店ができるので、そこから本を買っています。明治三十年代に 、東京土産として東京で出版された新刊本を持って帰っていたりもする れくらい新刊本というモノはオーラを放って て、知識青年たちの憧 の対象でした。──読書サークルは何人でや いたんでしょう？谷川
　
最初は十五人。ちゃんと規約があって、 二十人まで。
一人十銭ずつ出 合 、そのお金 次にな の本を買うか決める。それもちゃんと会議で決めるん す。結構複雑なシステムになっていて、購入した を輪番で読む。本がまだ高 ったので個人では対応できないん すね。何人か集まって買って融通し合う。今のように図書館があるわけではないので、買うしか いんです。その本を溜 ていっ
て図書館を作ろうとした。もっと古い図書館が函館にあるのですが、函館や弘前は早くから外国人宣教師がいたり外国の影響を受けていた所なので、こうしたやり方を考案したのは、 そんな背景があったからだろ と考え います。──いまさら 日本人の識字率ってすご し、知識欲もすごいんですね。谷川
　
向上心というか向学心というか、知りたい心が高























ていたから 新刊に対 る飢えがすごく強かったと感じますよね。 今も確かに新刊本に興味 ある人たちは ますが、どうも贔屓の作家に対するだけの興味という感じがします。当時の青年は最初から図書館を作ることが目的で買ているから、多種多岐にわたった本があるん 教師らしからぬ本も中にはあります 。　
近代の「読書空間」 は受け手の努力で二十世紀初頭には
充実した形になっていきます 「自他楽会」 場合、融通し合って輪番で読んだ後 本 会にストックされていくのですが、そう て溜ま た本は、会員が 由に借りて読んでいいことになっている。それで、会員ご どん 本を借り出しているのかを見 くと、その人 個性が見えてくる。この人は小説ばかり読んでいるとかね。これはすごく面白いことだと思っています。極端に えば、江戸時代は日本国中みんな同じ本を読んでいるでしょ？
 現象とし
ては今もそうですよね。 れが売れ から今はこの本を読まなければならない、 うよ な強迫観念で読んでいるような気がする。 みんなが読んで るから む う。──ああ、だから一つの本だけが極端に売れるん すね文字離れと言われているのに、一冊だけ極端に売れる。谷川
　
弘前に残された明治の青年たちの記録を見ている
と、だんだん自分の好き ジャンルというか、趣向が表てきます。先ほども話したように、読んでいるものを見ると、この人は小説が好きだとかいう傾向、個人差が出てくるんです。内面の傾向と読む本がリンクしてくる。このとこそが「読書空間」 なわけです。自分の個性 自分が自分らしくなるため 読書ですね。　
江戸時代から考えると、一巡したかなと感じますね。こ
れから決定的に変質 るんじゃないですかね 図書館も姿を変えていくんじゃ いでしょうか。
研 は内面を深く読むことだけではなかった。　　
    出版物の流通、図書館の設立を通して、
















































うと、 原本を研究する人はいなくなってしまった。しかし、よく見て頂くとわかるのですが、原本と活字とでは印象がまったく違うんです。原本を見ると筆跡が微妙に違う場所があります。 『類聚歌合』 は一人の書写者が書い いるのではなく、多 の人が寄り って書写して る。中には漢字が書けない人もい 同じ文の中で仮名と漢字で筆跡が異なる場合も ます。訂正や書き入れ 跡もあって、この本が丁寧に作られてきたこと よく分かります。──本にも人生があるんで ねえ。海野
　
あります。原本はこうして巻物になっているのです
が、太い巻物だったり細かったりします 本来は同じようなものだったと思うのです 、途中が切り出されて細くなってしまったも もあります。中村
　
展示は、読めなくても見るだけで何かしら感じるも






























といったカテゴリーの意識が強いですけど 昔は和歌を使って芸術的なことはもちろん、道徳的なことやお作法、文字の書き方も教えるんです。だから遺された資料には、現代の分類概念にあてはまらないも も多くありま 。それをこれは文学、これは書道、これは娯楽 これは道徳 かって腑分けをしてしまうから、どこに入れていいかわからないものや違う棚に入ってしまうものが出てくるんです。──有名私立男子校で 「銀の匙」 だけを使っ る授業があった。あれと……。海野
　
そうですね。そこに入ってくる社会的背景とかも一







以降は、あまり役に立たないということで忘れられてしまうのですが。注目されないまま忘れ去られて、今の日本の書道史の研究でも亜流のように考えられています。本式ではないというイメージからきちんと研究した人が ない。それを一所懸命 しています。──よくわからないです 秘伝、なのに役にた ない？中村
　
権威だからです。前近代の天皇制は論じられるもの
でした。天皇ってなんだろうとか、天皇はど な風に字を書かなきゃいけないと 。公家もそうです。字がその人の風格を表すということ 伝えて ま 。今は書道の技術、美しさを追求 ますが、前近代は違 。字に 人格が込められていると考えたんです。比べるための条件 なく、天皇になったら習わなければいけ ことで、 れを習得しないと民を治められ いと考えられて 。お金もばらまけない、科学技術なども い時代 民 治めるには徳をつけないと。で、明 以降はやらなくて っ海野
　
というか近代化で、 「近代以前のそういったものは
合理的ではなくて、文学とは文学的な素養だけ、書道は書の美しさだ 、それ以外のものは不純だ」 言い切られちゃったんです。国文研は不純な人が多い ら（笑） 捨てられたものをもう一度集めてみようとす 人もいます（笑） 。
 和歌の秘伝にしても書の秘伝にしても、道徳的な
















































































ね。その場合は汲み取ってもらう方がお金を払う。 時代は逆でした。長屋 のある一画に共同便所があっ 、家主っていうんですが落語に出 くる大家さん。大家さんが汲み取りの権利を、立川辺りから来たある百姓に売るわけです。その農民は、大家さんが管理する一画の汲み取り独占権を持ってい 、江戸へ出てきた時に野菜を売って、帰りに汲み取りして下肥を積んで 帰 。東側は水路が発達していたので船で運びましたが、武蔵 は馬か車に積んだのでしょう。まさに有機野菜 よ。　
武蔵野の雑木林は、今のように背の高い林ではなくて
もっとずっと背 低かったといいます 時代の武蔵野の林相は、クリとマツ、そ て雑木と呼ばれるクヌギやコナラなどの落葉広葉樹 中心でした。クリは実が食用 な




とで、この地域の文書をおもに担当しています。まず古文書を整理して目録を作ります。国文研に来て最初に担当したのは、多摩市の石坂家文書でした。中和田村、今 モノレール 大塚・帝京大学駅辺りです。浅井という旗本の領地、旗本というのは大名になれていない幕臣 ことです。大名は一万石以上、一万石以下で将軍にお 見えできる人たちを旗本と言うの すが、浅井家は貧乏で、領地からの年貢の前借りは当たり前、村役人たちを保証 にして江戸の町人から借金を繰り返すありさまで、挙げ句 果てには裕福な旗本 家を転々として 地元では「居候地頭」と呼ばれていました。殿様が居候地頭だと、領民も肩身が狭いんですね。露骨に差別されることもあって、田の領民が地頭の めに立ち上がり、財政プランを立てて交渉しにいくなんていうこともあったようです。そう ったことが文書からわか ます。　
国文研が多摩地域に移転してきて、地域の方に
も理解していただこうということで、立川市の教育委員会に招かれて公開講座などもやりました。今は、三多摩公立博物館協議会の方たちと一緒に、研修やワークショップなどをしています。 こうしたネットワークが きていないと、例えばお蔵が取り壊されるというこ があっても情報を得られない。文書が入っ いるかもしれないお蔵が壊されるという事態はいつでも起き得るんです。実際に立川で 砂川八番に須﨑さんというお宅があって、そのお蔵 取りされる寸前に立川歴史民俗資料館に連絡が入り、筑波大学の白井哲哉さんたちのグループが大急ぎで調査をしたうことがありました。 古民家園 移築された三階建 蔵で三階と二階に資料が残っていて、それを整理す ということで、私も呼ば て手伝っています。立川市では、市史編纂の事業が始まりました。そこでも文書の所在把握や整理は、重要な仕事 位置づけられています　
砂川村は大きな村で、全体をみる名主さんは砂川さん。
村の中がいくつかの組に分かれ いるのですが、はじめは八番までで、幕末には十番 で。須﨑さんのお宅は八番組の組頭だったのです。最終的 は名主が全部を束ねていたのですが、そ 組の中の財政という はよくわか なかった。それがこの須﨑さんのお蔵から文書がでてき 、徐々にわかってくるようになりました。組頭 、本来名主
がやるような仕事の下請けを全部やっていたようですね。例えば、火事になった時の事務処理。一軒焼けただけだったら名主さんに言うだけでいいよねって。あまり大事にしないということですね。でも類焼しちゃったら、これはもう代官所へ訴 出 しか いよね、という細かい取り決めまでやっていたり。幕末の砂川八番は二十八軒ありましたが、そのうち姉さん女房世帯が七組もあるんですよ。こんなことも面白いでしょう？
 砂川は女性にとって結構住み
やすい村だったようです。理由のひとつには、養蚕と織物をやっていたので、女性の労働力が必要だったこと。ですから御当主の姉妹や娘が奉公に行かなくていいわけ すよ。織物は村山絣を作 て て、子宝に恵まれると う群馬県の産泰社の講を組織して 奥さん方の代表が年に一回お参りに行くというようなことも ました。相対的に女性の地位が高かったのでしょうね。こう 地域のもっているアイデンティティとか個性とかをきち と記録していくことは重要ですよね。　
古文書もそうですが、現代文書もアーカイブスとして大






えくてびあんの眼を通して観 きた「立川」 。絶対 い記録になるはずで よ。いやあ、その保管ってどうなっているのか、興味あるなあ。国文学研究資料館
　
准教授。専門は日本近世史。東京学芸大学大学院
教育学研究科社会科専攻（修士課程） を修了後、東京都北区の北区史編纂調査会編纂専門員、公益財団法人徳川黎明会徳川林政史研究所研究員・主任研究員を経て、二〇一二年四月より国文研。武蔵野を含む江戸周辺の地域編成に関する研究や漁業史・林業史などの産業史研究に従事する。著書に『幕府代官伊奈氏と江戸周辺地域』 岩田書院、共著として『森林 江戸学』 東京堂出版、 『江戸時代の古文書を読む』 全十冊東京堂出版、 『 化の見方』 角川学芸出版など。太田尚宏氏
江戸時代の立川が               おもしろい！
大消費地が近いって、今と同じじゃない？
古文書を解読すると、昔の人が動き出す。　　　




















くても、バルザックやジッド ゲーテ、トルストイなどを翻訳で読んで感動してきました。それ 同じように海外にも日本語は読めないけれど日本文学 感動している はるのではないかと思うのです。日本文学を英訳や仏訳 読んで興味や関心を持つ人は少なくない 思 ます。ところが、昨今 日本文学研究の「グローバル」は、まだそういう人々には門戸を閉ざしています。もうそういう時代ではない。実際に川端康成、大江健三郎がノ ベ 文学賞 もらっている。日本文学がノーベル賞をもらったことは喜ば
しいことですが、しかし、考えてみるとそれは日本語でもらったのではないのではないか。川端さんも大江さんも英訳、仏訳された作品で評価されたのではないでしょうか。つまり、日本文学 外国人にどのような印象を与えているかということは外国語訳で読まないとわ らないの はないか。そういう意味で、海 にいる日本語を読めない日本文学愛好家にも 私たち 研究成果を届けること 初めて本当の「グローバル化」 になるの はないか 思 のです。　
そのためには、私たち自身が英語、あるいはフランス語、
今の国際語は英語ですから、まずは英語で発信して くことが大事だと思います。私自身もそうですが、そして私より少し後 世代までは、大 で日本文学や日本史を専攻するという選択をした時には、外国に行くと ことはあきらめていま た。縁がない、外国旅行には縁なき衆生だと思っていました。英文学 かフランス文学、あるい 西洋史を研究す 人たちは、国費留学生などになって海外に行くことは普通でした。けれども日本文学や日本史を選択した時には、外国に勉強に行くなどということは全く考えしなかった。日本語 の勉強ばかりしていたわけ 。ところが交通網が発達し 海外との往来が簡単になったことで、日本の古典の場合ですと、実は海外に日本の貴重 古典籍がたくさんある がわかってき 大英博物館や大英図書館などは以前から有名 が それ以 も欧米の有名な大学には寄贈された日本典籍の立派なコレクション
があるのです。日本にない本も海外にあったりする。国文学研究資料館でも三十年ほど前から、そういった古典籍の調査をやってきました。日本文学の古典を勉強するためにも海外に行く必要が出てきた。そう うことで国際交流が盛んになってきたのです。　
これまでの海外での調査、研究は日本語のよくわかる研
究者を相手 共同研究をするに留まっていましたが、これからは日本語がわからない日本文学愛好家や の歴史に興味のある人々にももっと関心を持っ もらえるよう、我々もきちんと発信していく義務 はないかと思っています。国文研では目下、国際共同研究プロジェクトの研究成果を日本語だけでなく英文で、しかも誰でも見ることが出来るオンライン・ジャーナルで発行することを計画しています。そのために、今年 米国コロンビア大学出身のクリストファー・リーブズさん またパリ大学出身のディディエ・ダヴァ さん 、教員としてお招きしました。将来は館長にも外国人研 が就任するようなことになるかもしれませんね（笑） 。　　
現在バチカン図書館での調査も行っています。 「マレガ・
プロジェクト」 言いますが、江戸時代の豊後国（大分県）のキリシタン史料で、現在バチカン図書館に所蔵されているものです。キリシタン弾圧・統制に関する膨大な史料です。宗門改めといわれるものなど、 「私はキリシタンではありません」という内容の文書ですね。それを戦前に 分
地区の司教だったマリオ・マレガ神父が収集し『豊後切支丹史料集』 『続豊後切支丹史料集』という二冊の史料集にまとめて、そ 史料は一九五三年に によってバチカンに送られ、バチカン図書館で保管されてきました。　
二〇一一年にバチカン図書館で一万点に及ぶこの史料集
の原史料が発見さ た ですが、それらはバチカン図書館では読める人がいないので、それまで在イタリアの日本古典籍調査を行っていた国文研に手伝ってく ないかという調査協力の依頼がきたわけです。日本側では私たちと国立歴史民俗博物館、東京大学史料編纂所 大分県立先哲史料館が参加し、代表機関は国文研が務めていま 。これは海外で大きなニュースになりまし 、 んと言ってもバチカンですからね。　
在海外の資料としては、一昨年まで主としてオランダに
あるシーボルト父子の資料調査もしてきまし が シーボルトにしてもバチカンにしても、現時点では調査も成果報告も日本語で進めていて、対等に外国語でやりあっているわけではありません。でもこれからの研究者は、英語で最低のことは言え 能力がな といけませんね。もうずいぶん前に、上野千鶴子さんが『国境
 お構いなし』 （二○○三







究者は欧米研究の人と同じくらい、あるいはそれ以上、海外に行っているのではな かと思います。私たちは必要とされて るのです。図書館 こんな本がある、読んでく ないか、見て調べてくれないかと。
　
しかし、今は日本文学がブームというほどではないし、










外で働きたいとは思わない、 ことが、 最近話題になっています。内向きということは、日本が快適だということでしょう。海外がテロなど 怖 ということよりも、やはり国内が快適。　
内向きという点では、江戸時代 そうでした。鎖国です
ね。新聞記事に指摘されていたよ に、内向きの時代に生まれる文化はガラパゴス化します。ものすごく優美繊細に発展するけれども、他の文化との互換性に乏しい。それこそが魅力だとも言えるのですが、 日本は豊か なりました、しかし過剰に、あるい 偏って豊かな文明 やがて滅びるのですね。歴史が物語っています。 「きれい」 か「かわいい」とか、爛熟した文化の表れだと思います。でも爛熟ですから腐る一歩手前で 。　
江戸時代、アメリカに脅かされて明治維新でそれまでの




勢物語コレクション「鉄心斎文庫」を寄贈いただ たことです。これは個人 コレクションで、小田原で鉄心斎文庫伊勢物語文華館を設置しておられた芦澤美佐子氏が、ご主人の故・芦澤新二氏と長年かけて収集された世界最大の伊勢物語コレクションです。 『伊勢物語』 の伝本、注釈書 カルタ、屏風など関連資料千点余り。評価額は八億円に ぼります。大きな個人コレクションは少なくありませんが、一つの作品だけに的を絞ったコレクションで、こんなに膨大なコレクションは、日本にはありませんし、おそらく世界にもないでしょう。　
国文研では立川への移転以前、まだ品川の戸越にあった




























日本の映画はどちらかというと、日本よりもフランスでの方が人気がある 言われていたくらいで 。日本の漫画が一番売れている国 、日本の次はフラン だそうです 日本の漫画のほとんどが仏訳さ ると言っていいと思います。マニアックだと思われる でも、なぜかフランス人が知っている場合もあります。フランスの本屋さんに行くと、日本の本屋さんに負けないくらい 漫画本 置あります。　
日本文学も昔から人気があります。日本思想も人気があ




と早い段階からですが、それは私の「勘違い」 からでした。もともと日本語ではなく哲学に興味を持っており、そこに至るには美学があり、パリの大学で修士論文を書くときに選んだのは、 美学の価値観がどういう風に生まれて るか、ということでした。たまたま図書館で柳宗悦の論文集見て、お茶の茶碗が室町以前はそれほど価値がなかったのに、戦国になる のすごく価値が出て る。短期間で価値が変わった、それならそれを研究しようと思って先生相談しました。先生に「初心には難しすぎるでしょう」と言われました。お茶の美学が様々な分野でなりたっています。そのひとつに絞 てください 。そこで千利休、武野紹鴎、村田珠光、遡れば一休。そこ 一休 ればお茶の美学を理解できるだろうと思って一休の研究を ることにしました 結局、今はお茶 は何の関係も い研究をしていますけれど。　
一休を研究するということは、最初は漢詩ですから文学
ですね。でもそれはやればやるほど、文学 想と両方やらなければならない。そ 深めて結果的に思想の方に進んだということ す。日本思想です。思想とは何か？
 い
やな質問をしますね。実は思想という言葉は便利で、本心は哲学という言葉を使いたいのですが、哲学という言葉を使うと「日本に哲学はあるかないか」 ような硬い話になってしまいますから、 思想 う言葉を使っています「仏教思想」 という使い方もしますね。みんな思想という言
葉を使っていますが、では思想とは何かと訊かれたら、困る人が多いでしょう。　
一休さんの漫画はもちろん知っています。国文研にいら
した岡雅彦先生の本『とんち小僧の来歴』にありますように、一休さんはとんち小僧と言われていますが、実は違います。 江戸時代に人気を博した大人の一休の像もフィクションです。室町時代のお坊さん、臨済宗の僧である一休のおもしろい所は、私には「狂雲集」 にあります。お酒を飲んだりとか、女性と関係を持ったりとか そういうことを平気で書いている。それが の特徴 して一番知られているところでしょうね。破戒坊主のイメージが強い 思います。一休を理解したとはとても言えませ が、思想的 言すと、一休は日本臨済宗のものすごく大事な転機に立っていて、 すれば日本臨済宗の大事なこ も理解できたと言えるので な と思 ます。　
意外と日本の禅ってわからないところが多いです。世界




は「禅と日本文化」という本がいくつ ありますが、鈴木大拙先生の本が一番有名でしょう。大変著名であるが、一方とても批判されるわけです。最近ではその本 が見直されていますが。鈴木大拙などの影響で長い間「日本文化＝禅」 と う 勘違い」 が起きることになります。今でそう考えている人 少なくないでしょう たとえば俳句と禅が関係あると言われているのは鈴木大拙の影響があると言われていますが、よく見れば芭蕉の句を禅的に解釈するということは割と早い段階、鈴木大拙よりもずっと前からありました。確かに、日本の文化は んでもかん も禅という過ちは過ちであって ないといけ いのですが、は何も関係なかったかというとそうで ありません。芭蕉の周囲には禅の修行をし る在家の人たちがいて、その人たち 自分たちの理解していた禅に基づ て俳句を解釈したことは間違いない。ですから、も 一度きちんと思想を理解して、お坊さんた がどのように在家 関 っ きたか、あるいは在家はどう う風に を理解しよう したのかを、突き詰めなければならな 。日本思想 文化を往来することで、何か見えてくるのではない 期待 てます。僕のやりたいこと 、 だ いこのようなことです。すみません、長くて（笑） 。　
金閣寺は禅寺ですよね。でも禅寺として誰が観ているで
しょうかね。東山文化的なものが禅の象徴であると うイメージがいつから生まれたか。それは僕も知りたいところです。禅といえば竜安寺の枯山水というイメージが浮かんでくるでしょう。それは日本だけで く世界中そうです。正しいとか間違って るとかでなく、イメージと てはありますよね。その「勘違い」 どこから来た 。西洋人が禅はそういうものだと思っていたわけではないし、日本人が嘘の禅を作って見せたわけでもない。 『禅という名 日本丸』 を書いた山田奨治は 魔法の鏡」 という言 方をしいます 、自分が美 思っているイメージを相手に出す、相手も自分 思 美しいイ を示す。つまり西洋（主にアメリカ）が、自分たちが持っていたイメージに基づいて「禅はすばらしい」 と言 きたわけです。日本は、 「ああ、そうで か。では僕たちは禅です」み いに。お互が喜ぶ嬉しい「勘違い」 。そのよ な経緯で今の禅の





































中国人、厳密には香港人が くさんいま た。同級生 半分くらいは中国人でしたね。僕はそこでカンフーにはまってしまった。カンフーのおかげで中国語が勝手に身につて、中学生の頃から英語と同じように、普通に読ん しゃ
べっていました。でも中国には一度も行ったことがありません。あまりにも中国語が上手すぎ、スパイだと疑われたこともあ た。二十二歳くらいで日本に来て、熊本の田舎町で二年くらい英語の先生をやって、日本の文学を勉強しよう、どこかの大学院に入ろうと、大阪の堺市に引っ越したんです。どうして堺市か、わかりません。今も理由はわかりませんが、そこに行けば何かある いうひらめきです。そこで日本人の塾で漢文を教えながら（笑） 、もちろん英語も教えまし が、京大の大学院に進み この京都で妻と出会いました。　
これが娘の写真です。かわいいでしょ？
 本当にかわいく




した。娘には一日おきに日本語と英語で話してい す。初めて日本に来た時は、日本語はまったく きませんで 。漢字は読めましたが、 本語はできなかった。で 話が通じないとつまらないでしょう。それで夜中にお墓へ行っ
ね、墓石を指でなぞって、なんて書いてあるのだろう、日本人はどういう風に漢字を使っているのだろうと、自分でいろいろ研究しました。 昼間だと人が見るので怪しまれる。
 
当然、夜に見られたらもっと怪しいのだけれど（笑） 田舎の夜は誰も ません。幽霊は怖くないですよ。無神論だから関係ない。幽霊が来ても面白いしね、話し みたい。来ている に気が付かないと言うなら、それは来ないのと同じですよね。来るなら知らせ くれな 不親切でしょ。　
言葉を覚えるのが大変って言われますが、少なくとも漢
字は苦労 はなかった。他の人にとっては苦労かもしれませんが、僕には趣味ですからとても楽しい。今は毎朝、駅まで行くのにペルシャ人と待ち合わせして通っていますペルシャ人の彼に僕が英語を教えて 代わりに彼は僕にペルシャ語を教えてくれます。僕には言語に関する嫌悪感がまったくない。言葉 頭に残ります 文法書なんて一冊読まないです。人間の口から出 く 言語 んでも大歓迎。人が好き の 、人と触 合って言葉を覚えてしいます。　
ある専門的な本を読んでいましたら、大人にな と言語
を司る脳の部分がどうしても硬くなっ しまうそうです。が、ごく稀に、少数ではあるけれども、脳のその部分が子供のままでいる人がいるそ です。僕はどうもその少数に入っているようです。子供が言葉を覚えるように どんな言葉でも自然に身についてしまう。その代わり 他に犠牲
　
でも僕には罪悪感が募るのです。自分の好きな本を読ん





ので便利ですよね。ペルシャ語でパソコンのことを「ラヤネエ」 というのですが、その意味 「便利な道具」 です。で、僕も「ラヤネエ」 かな、国文研の。　
今までは漢文、漢詩が専門ということで来ていますが、






な。そうかもしれないね。無神論のくせに直観で生きている。日本がなぜ好きかとかなぜ大阪にいたかとか、僕に全然わかりません。全部直観があって、 「じゃ、 やろ か」 となんでもそうです。　
日本に来て熊本県の宇城市（旧小川町） に住んだ。その後









        関西弁も共通語も使いこなす





















ようです。宣教師の仲間たちもそれはもう諦めている。彼には研究をさせておくのが一番いいと。だからこの収集活動や研究に専念できたわけです。マレガさんは一九二九年、サレジオ会第二陣の宣教師として日本に来ました。第一陣は 五 にやっ きています。記録を見ると、第一陣で来た人たちは「南米か日本かと自分たちは思っていた」 ありますね。つまりヨーロッパから見たら日本は南米と同じようなものだったわけです。そこへ行ったらもう自分は戻れない。バチカン法王によって派遣され、本当に骨を埋めるつもりでやってきてい す。マレガさんも二十代後半で宣教師として日本に来ていますから その段階でもうイタリアへ戻ることは諦め
ている。マレガさんがイタリアへ戻ったのは、 一九七五年、亡くなる三年前でした。　
マレガ文書の中には、日本の古文書が一万数千点、その
他にマレガさんのメモや書簡類などがあります。マレガさんは言語に関しては天才的なところがあったのでしょうね。最初 彼がやった は、 古事記の日本語訳なのですよ。それは今でも研究の成果として通用しています 江戸時代の古文書を解読して史料集も出版している。 「豊後切支丹史料」は日本語 書かれ日本で された史料集で それを利用してイタリア語の論文も くさん発表されているのですが、日本の切支丹関係の史料をきちっと読んで、それをイタリアに紹介したということで 、マレガさんは最初の人でしょう。史料集の刊行によって、彼がたいへん上質な史料 所有している、 かも、未収録 のが相当にあると日本 研究者たちは思いました。と ろが戦後、史料についての情報が曖昧となり 行方不明とな まった。今回はっきりしたのですが、一九五三年 マレガさんは史料をバチカンに送っていたのです。し バチカンでもそれを忘れ、収蔵庫の奥 方で半世紀以上静かに眠っていた。二〇一一年、図書館の職員が、何か変なものがあるぞと引きずり出してみたら、保存袋に入った大量 日本の史料だっ ということです。
　
二〇一三年十一月二十六





















たのだけれども、禁制が強くなって改宗した人たちのこです。幕府は転び切支丹当人を含め五代に渡って監視します。転んだから無罪放免ではなく、 ずっと追 かけられる。五代に渡って追い けられる人たちのことを類族と言います。毎年類族調査があって、一般の人とは扱いが違って非常に厳格というか厳し 。 んだのは誰で、 の子は、その孫、そして曾孫とか玄孫と というように追いかけられる。転びではない人に嫁いで子どもが生まれると そは類族になるというようなことで、村人は当然、藩も管理が大変なのです。 でも幕府のお達 一生懸命 やる。管理や報告の関係で類族系譜などを作成すること 行っていたわけです。　
いろいろなドラマがあります。村に類族がいたら村役人
がその管理に関わらざるをえない 家から出奔して なくなったなどということに ると、その探索は熾烈です。そういうことが起こらないようにという藩や村の役人の苦労なども大変です。長崎など隠れ切支丹が多かったところは、村人はお寺の檀家の形をとっており、お坊さんがやってきて弔い する。でもお坊さんが帰った後で 弔 をやり直すわけです。 もちろん はそれをわかって 、あとは頼みますよと ようなことがあったといいます。　
世界の東のはずれの国に、弾圧下で信仰を二百六十年も
守り通した人たちがいる。明治になって隠れ切支丹が現れる。 それはキリスト教的には大変な驚きをもって伝えられ、布教の関わる大きな神話とな だから法話などでも度々取り上げられています。その弾圧時代の史料をバチカン持っている。布教の歴史を物語るものです 手放せません。日本人がこれを返却 て欲しい 言えば言 ほど、手放したくない。二〇一四年一月、史料 発見をバチカンと日本で同時記者発表したのですが、ＡＰ通信とかＡ
FＰ通
信も大きく取り上げ、世界中のメディアが報じ した。しかし、 と各国では報道の中身が違っ い 。欧米キリスト教布教との関連で報じたのですが、日本では歴史資料が発見された 報道して た。 彼らが見ているも僕らが見ている のでは史料の価値 違う かも れ いですね。
国文学研究資料館
 
茨城県出身。日本史学者、アーカイブズ学者。専門分野は日本近世史、記録史料学。徳川林政史研究所研究員を経て国文学研究資料館。現在は教授・研究主幹 今般の「マレガ・プロジェクト」 代表。九州で大友宗麟が打たれた後、その子孫が佐竹藩に預けられたという史実から大友宗麟とご関係があるのかとうか うと、 「ないですねぇ。江戸時代、貞享年間に福島県いわき市にあった窪田 のお家騒動で藩が潰されるんですが、僕のところはそこの家中で茨城に土着した家系みたいで、あんまり面白くない」 のだとか。ルーツがわかるのが羨ましい。大友一雄氏
切支丹関係の研究者が減ってきていることが残念ですね。　
グローバル化が叫
ばれますが、これを支えるのはやはりきちっとした調査とそれを支える基礎研究です。これができなかったらプロジェクトの基礎が固まらない。足下 盤石でないと飛行機は飛べないのですよ。だから相手が驚くくらいの技術力をもってあたらないと相手にされない がグローバル。幸いにこの分野で 調査の動向は、グ ーバル化される前に日本国内で相当積み上げられてき ものが、結構高いレベ にあった。それは一種のガラパゴスかもしれない。今回は世界の動向なども見極め がら、相手とちゃんとすり合わせてそれを持ちこんでいます。　
保存や修復の中心になっている青木（准教授）さんとも
話して、日本でやっている自分たちのものを直輸出するのではなく、バチカンの修復士との話や 交流 通して、新しいモデル マレガモデルを作り上げよう してきました。十月にはバチカンと共同で、日本 修復 とバチカンでの取り組みをヨーロッパの人々 伝える め 研究集会、ワークショップを開催します。日本の歴史・伝統を直接語るの はなく、バチカンとの作業を通じて、バチカンと一緒に伝える方法がどのような評価とな のか、楽しみにしています。日本の歴史・文化を伝える方法とし も興味深いものと考えています。　
バチカンとの共同作業は、あと四年から五年続きます。




んだかということですが、作業レベルをいくつかに分けています。第一レベルはバチカンの収蔵庫の奥に保管されていた二十一の保存袋を開封して 史料一点一点に番号をつける。つ り取り上げです。もとあった場所がわかるように記録しながら番号をつけて、戻せるように。その第一段階の調査が今年で終わ ます。四年間かかりました。　
二段階は修復。 日本は技術指導してバチカンが修復する。
バチカン 修復士は以前から修復に和紙を使っ おり、裏打ちとか閉じた紐を直すなど、和紙使 に慣れています。今までにも全点チェック て数千点を修復し いま 。日本では修復部門が育っていない。所蔵史料をきちん 修復できるバチカンは欧州でも優れて る存在かもしれません。やっぱりすごいところです。　
次の段階がデジタル撮影です。バチカン図書館の撮影部




ンはすべてこの仕様で 自らの所蔵物 デジタル化 進めており、マレガ文書とは直接関わりはないのですが、現在、日本のＮＴＴデータなども関係しています。　
デジタル画像が日本に届くと、文書目録作りです。手分
けして二十人くらいが担当して進めていま このプロジェクトには、国文研では太田（尚宏准教授）とか、青木（睦准教授） 、渡辺（浩一教授） 、加藤（聖文准教授）などが参加しています。あとは歴博と東大 史料編纂所、大分県立先哲史料館、臼杵市の方々が関係しています。日本で
日本の役割











構築計画」 と言われていて、 古典籍そ ものをインターネット上でどんどん公開し よという仕事でした。国文研まで来ないと見ることができなかったものが、自宅にいて見られるようになるわけです ら、僕 ように地方にいた人間からすると、願ったり叶ったりなわけです。もともと国文研なんて敷居の高いところですし、夜中に開いてないですしね。研究者ではない一般の方々でも、古典籍を読みたいと思っているかもしれない。ウェブ上 公開されると、極端なことを言え
ば、国文研にアクセスしさえすれば、お金をかけずにダウンロードして読むことができ、研究者と同じ位置になれる。平等なわけですよ。これはきっと役に立つ。これは大きいな、自分も役に立つこともしてみたいなと思って東京に来ました。　
江東区の宿舎住まいですが、通勤時間は苦になりま









のです。国文研所蔵とだけ書けばいい。内容を読んで研究しましょうという研究資料としての利用はもちろんですが、もっと別の使われ方をしても 古典籍の中のこの絵をち っ 使いたいなと思う それでもいいわけ 。春の手紙にでも使ってみたいなと思ったら、梅を切り取って、国文研所蔵と書いてくれればどこに使っていただいても構 ません。見るだけでもいいし、使っていただい 結構です なんかよわからないけれど面白そうだねと思 ていただく、こういうところから古典に親しんで ら たい 考えてオープンデータに て ます。七百点ありますから、自由に使ってくださ 。今後もどんどん増や て きます。　
このこと自体は、実は大型プロジェクトの話ではあ
りません。大型プロジェクトを一般に広く知ってもらう入口であり、また我々研究者、特に異分野の先生方が古典籍を利用しやすくするためのものです。古典籍を見よ と思ったら 以前は研究者であってもまず国
今までの経験や考え方からすると、 一つひとつの画像を繰っていくかと思われるかもしれませんが、タグという便利な機能を用います。例えばウェブ上に公開して、みんなでタグをつけてください 言えば、短時間ででき しまうでしょうね。さらに、多くの人が見ているわけですから、国文学の本以外にもこんな情報があるとわかってきます。それ自体がものすごい情報で し、新たな発見になります。以前でしたら、こ 本は国文学の研究者が読む本、この本は理学の 見る 医学の人が見る本と、縦に分かれて
いました。ここに横串を刺すように検索できたら、どうですか？また新しい学問が生まれてくるかもしれない。異分野の方とセッションしながら古典籍という素材のもとに共同研究していく、それが狙いです。大型プロジェクトとはこういうことなのだと思います。　
情報学研究所とも共同で検索について研究していま
すし、お隣の極地研究所とはオーロラの とで共同研究をしています。 〈 「古典」オーロラハンター〉は市民参加型で、古典籍や天文に興味がある一般 々に参加してもらいました。古典籍・ 記録のな からオーロラに関する記述を抽出してもらったんです。 「赤気」などという記述は「赤いオーロラ」を示していま 。ここでみなさん思うん すね、 「くずし字が読めないとできないんじゃないか」って（笑） くずし字は、見るのも大変かもしれませ が 読もうとするから大変なんですね。文系の僕らは「字」と て読もうと
ますけれど、理系の人の発想は面白い！
 くずし字を
輪切りにして、ひとつのスリットのベクトルを数値化する。そして同じものが他にあるかどうか探して るわけです。読んで探すのではなく、 形で探すわけです。くずし字を楷書にすることを翻字といいますが、 ままでは全て専門家の手作業でした。ところが、公立はこだて未来大学と凸版印刷と国文研 共同でやって、簡単にいうと機械が半自動的 翻字する いうところまで実際には進んできています。　
過去の歴史を知ろうと思ったら、地層であるとか氷
であるとか、ある は書物であ とか、そ らを読み解くしかないわけですよね。今生きている中 わからないことは歴史の中に見てい しかない うな とお互い、何らかのセッションが必要になってきます。たとえば普通のノートパソコンで進めている 時間がかかって仕方ないものも、今後はもしかすると統計数理研究所の大型コンピュ タでやれば一気に進ん しまうかもしれない。僕ら文系 人間は手作業しか思つかないことも、理系の先生に言えば「こんなもの機械にやらせれば」と教 てくれるんです。逆 うう書物にこんな記録があるよとお伝えできる もしれない。 お互いに平等な立場 ネットワークを作ること、二〇二三年までの十年計画です。十年間でどこまできるか。大きなフレームを作って それを持続させこと、それが国文研 とって大事なこ です。そこ情報が蓄積されていけば、大き データベースに って役にたつのでは でしょう 。
異分野交流は国文研から
文系と理系を融合させる大型プロジェクト
大型プロジェクトは、一面「データベース構築プロジェクト」         なんだか文学とは程遠い気がするけれど、
                       実は一般人にも文学が身近になる嬉しいシステム
『日本語の歴史的典籍の    国際共同研究ネットワーク構築計画』
実際の共同研究 古典に親しむ
文研に来て閲覧申請をし、お金をかけて紙焼きか何かに落とすという具合でした。それがオープンデータになりましたから、今まで一番困難だった材料入手という段階がもの ごく簡単になっ 古典の中の同じ図柄をパパパッと見つけたいという時、他人の手を介さずに探したいという時など 材料を渡しますからどうぞ自由に使ってください、いち ち断らなくていいですよとしたわけです。する そこから次の動きが起こってきます。 「国文研のオープンデータの閲覧画面って見づらいね」となると、ある研究者が簡単に見 れるものを作ってくれたり、とかね。こうして古典籍に親しんでいただける。　
大型プロジェクトでは三十万点の画像データの公開



















者が増えていかない。それはひとえに就職先がないという現状によるものですね。日本のプレゼンスが下がっているということも理由に挙げられます。昨年には、 「文系不要論」が打ち出された。文系は要らないというこ です 、本当にそうでしょうか。　
少子高齢化が進み、大 そのものの存続が難しくなる中、





研は、言い換えれば研究者のプロ集団なわけ すから、文系存続のひとつの方策として「研究 る面白さ」を訴えていくべきではな かと考えています　
今回の国文研インタビューシリーズでは、今西館長を始
め、ディディエ・ダヴァン先生、クリストファー・リーブズ先生は「日本文学のグローバル化」を話されましたね。山本和明先生は「古典籍を使って 異分野交流」 話された。それらももちろん日本文学研究を存続させ くための肝要な方策ですが、私は三つ目の方法として、やはり王道である「研究の面白さ」を伝えることが大事ではな かと考えています。 理系でよくやっているサイエンス・カフェを、実は文系でもやっていますが、最先端 広くみなさんに分かりやすくお伝えしていくのです。　　
私は後鳥羽院を研究しています。万葉集、古今和歌集、
新古今和歌集という三大歌集のひとつ、新古今和歌集は後鳥羽院が作成を命じました。 撰者を代表 るのは藤原定家。











長い議論になっていて決着が いない。果たしてこの『毎月抄』は本当に定家が書いたものか うか。その議論に私は、 「毎月抄は偽物である」という証明をして、ほぼ決着がつきました。そう、おっしゃる通り、今までの日本文学史を書き換える必要がありますね。間違い探 のようですが、これが研究の楽しさ、面白さではない しょうか。高校の教科書でも解説書 もね、お父さんの藤原俊成は「幽
ゆうげん
玄」 、藤原定家は「有心」という理念を説いている
と書いてありま 。定家 「有心」を説い ことは定着している。それをひっくり返す。そのことこそ研究 醍醐味ですよね。






















 そうなんです。 「暮れる」 なんですよ。つまり 「水
底に春が暮れるだろうか」ですね。蛙は晩春から鳴 始めますし…。これもすべ の注釈者、研究者が誤っていたということ なりますね（笑） 。　
面白いでしょ？
 ではなぜ間違えたか。現代人にとって
は、春は来るものですよね。童謡も「春よ、来い」 、ユーミンも「春よ、来い」って歌ってま し でも 待ち遠しい春の到来を思い描く言い方は、古典の時代は「春や立つらむ」でした。明治以降、 「立春」にちなむ 立つ」という伝統的な言い方 忘れられ、春 「来る」だけになった。それで「 や来るらむ」とつい間違えちゃったんですねえ。ど ですか？
 同じ日本語ですが、古典の時代と現














にわかってもらえてい かどうかがわからない。もらえているのかもしれ し、いないのか しれない。今後 国際貢献していくとき は、やはりこのリズム 考えて く必要があ と思いますね。五七のリズム 、日本人の精神活動に深く結びつ ており、すべて根源的には和歌的要素と無関係ではない 。雅にた して俗がある それらが深め合って第三者が生 てくる。本丸 雅 あ和歌を学ぶと、五七のリズムが心に響く。感覚、感性 問題ですが、この感性を解き明かそうと るところに日本文化を見直すエネルギーが生まれ、い に文系が大事であかが理解 きてくる ではないでしょう 。文化の重要性を、日本文学の古典が言い続けないでどうする、と思っています。
日本人のこころ
五七のリズムは日本人の精神活動
文学部、ことに日本文学科が消えようとしている。       日本人が日本の文化を知らなければ、
              たとえ外国語をマスターしても何を語るのか。五七が刻む生活のリズム
文系は不要か
　「有心」 、つまり心があるという理念は問題の『毎月抄』にだけ出てきます。他のたくさんの歌論の中で一度も「有心」を説いていない。他にも「稽古しなさい」とか「失敗をしてはい ない」などということも、この『毎月抄』だけで説いている。それでも「偽物」であるという証明がきなかったので、今までは教科書にも記載 れてきた です。それほどよくできた「偽物」なのです。　私が『毎月抄』は偽物だと断定した一番の理由は、なに
よりも「偽物が作られた動機」です。後鳥羽院が「定家には心がない」と言った。こう批判され 一番困るのは誰でしょう？
 そう、子孫です。定家の子孫といえば二条家、








定年退官を迎える。専門は和歌文学で、 この度 〈 『毎月抄』 （藤原定家）は定家の子孫の手になる「偽物」 である〉 という発表は 日本文学史書き換えるほど画期的なことだった。寺島恒世氏
文系を存続させるために
定説をひっくり返す、　　
           それが研究の醍醐味
国文学研究資料館
 









イブズの救助 発災一カ月以内にレスキューが動かないと大変なことになる 思いました。 「公文書を救済しますよ」というメッセージは発していたのですが、それも受け入られないほど大変な状況ではあったのだと思います。 でも、できなくて心残りなこともたくさんありました。ゴミとして捨て てしまった。　
被災した公文書はなかなか即時レスキューということに
ならないの す。その理由は、ひ つに 自治体 意識「自らの文書」というものだから。公文書は役所の文書ではない。地域の方々の大切な歴史的記録なの 、地域住民のものを預かって るという意識が低いので 二つ目には、被災そのものが「自己責任」だという意識。たとえばハザードマップには「ここは水害に弱 地域」と記してあるのに、そ 対応 していなかった。それで大事 公文書
を水損させてしまったのですから、今さら支援を要請するなんてみっともなくてできないという意識があるということですね。三つ目は担当職員はみな、被災住民対応が最優先になって公文書まで手が回らない。だ こその支援要請なのですが、そこまで思い至らないのですね。四つ目には、中途半端 電子化しかされていないということ。 して最後に、利用者の請求に対して迅速に対応しようというサービス精神の欠如。こうした理由で支援要請もしな し、支援を受け入れることもできないというの 現状です　
東日本大震災の時だけでなく、阪神淡路大震災の時もや
はりそれぞれの地域資料、地域 公文書を救助 てきまたので、長年の活動の一環として常総市 支援させて ただきました。二〇一五年九月十日の水害で、常総市役所の行政文書が保管さ ている書架では 一メートルくらいの高さまで水に浸かってしまいました。中にはカビの生えてしまったものもあり 過去 行政 記録や戸籍簿など 数万点が水損してい 文書を風通 のよい場所で乾燥させたり、カビが増殖したひどいものはエタノールで洗浄したり。東日本大震災後の釜石では海水でしたが、常総市では河川の水です。海水 とカビが生えにくく、自然乾燥可能ですから、廃校の中で自然乾燥させました。真水はカビが生え自然乾燥が難しい。真空凍結乾燥と う方法を取
りました。冷凍したままで乾燥できるシステムです。カビの繁殖を抑える効果があります。水に浸かったから、カビが生えたから、と廃棄 てし ったら地域の方の記録が失われてしまうで ょう。 歴史資料としてきちんと復元でき、保存して利用できるようにしてい す。フリーズドライという食品を美味しく長持ちさせる方法がありますが、その方法を日本で初めて、実際に火災にあった民間資料に対処したのは私です。紙は水に浸かる 破れやすくな インクもにじんでしまいます。カビも生えて腐っ くるし、ページもめくれなくなる。それを真空凍結することで、凍ったまま乾燥させられるの 元通りになるのです　
市役所のサーバーも水に浸かったのですが、停電してい




水害にあります。一九六六年、豪雨によりフィレンツェにあるアルノ川が決壊、ダ・ヴィンチの素描など世界的遺産を含む何百万点もの収蔵品が被災しました。フィレンツェ文書館やフィレンツェ中央図書館の遺産を救おうと世界が動き、国際的な救援活動 開始され、五十年経った今も継続されています。被災した世界的遺産をど ようというところから、冷凍とか真空凍結乾燥などの方法や技術が私たち専門家同士のなかで発信され享受され、今 レスキューへと育ってきたのです。　
日本でレスキューに対する意識が変わったのは、やはり
阪神淡路大震災以降ですね。それまでは水害に遭ってもレスキューに来て欲しいとも、レスキューに行かなきゃというものもなかったけれど、阪神淡路以降は地域の文化遺産
をレスキューしなきゃいけないという気運が高まった。東日本大震災では一層その意識は高くなりました。陸前高田などは博物館自身が流されてしまいましたから 「レスキューしなきゃいけない」と「レスキュー ても えるんだ」という両方の意識の変化、 らに起きても大丈夫なように準備しておくのが防災だし減災だと う意識が向上しました。今後は被災したらレスキューを要請 のが必然なのだというトレ ニング もっと必要です。事故に遭ったら救急車を呼ぶ、火事は消防署へ連絡する、それと同じなのです。　
レスキュー活動で一番大変なのは、初期の段階で資料の
レスキュースケジュールを立てることです。どれだけの人を集めたらいいかということが重要に ってきますから。活動組織を作る、 リングができる人は、現在のところ文化庁でも多く見積もって二十人くらいしかい せん。ボランティアはア カイブの研究や歴史、保存科学を勉強している人、学芸員になりた 人など若い人を中心に集まってくれています。学生の数が減っていますから、これからはこうした現場にシニア層が駆けつけ くれることが重要にな ると思います。何も知ら でもやる気さえあれば大丈夫 こう うこと 現場で覚えてい のが一番なのです。　
保存科学と言えば、私はアーカイブズの保存科学が専門




        　　　






ありません。地域の人が公文書を使えるようにすることです。地域の人の記録として公開されることが一番のポイントです。助けることだけが目的じゃない。私たちの生活を豊かにしてくれる「情報」を、過去のものは現在へ、現在のものを未来へちゃんと繋げていくこと。必要じゃないと思う人もいるかも知 が、必要だと思う人も未来にいるわけです ら、その人たち ためにちゃんと残してあげる。残すには、歴史資料をさまざまな科学的技術を使って復元してあげる。そして見ら ように 使えるようにすることが目的です。　
お役人のための役所ではなく、 私たちのための役所です。




もある。一九九二年に放火で焼けた民間アーカイブズを救助したのが、自身がレスキューに携わることになっ 始まり。一九九五年一月十七日に発生した阪神・淡路大震災。発災二十四日後に神戸市水道局主査が自ら命を絶ったというニュースが流 た。ライフライン復旧 ための水道局の図面が被災し、それをすぐに見つけられなかっ 、行政文書が使いやすい形で復旧できなかったことの重大性を痛感。以来、自治体の行政文書 救助・復旧に取り組んでいる。行政 は役所のものではない、地域住民のためのもの、歴史資料 して重要なのだ 熱く語ってくれた。 青木
 睦
 氏
被 アーカイブズ・レスキューとは災害 スキューの 的
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よくあります。 「私は真面目で仕事に情熱を持って働ける、そういう人材です」というストレートなアピールの仕方って当然ありますよね でも例えば「私は水のような人間です。器によってさまざまに形を変えられるので、御社という器に合わせる自信があります」という言い方をすることもできます。どちらがインパクトが強いかと言ったら 後者ではないでしょうか。これはレトリックです。同じことを伝えるにしても、少し工夫を るだけ まったく伝わり方が変わってくる。まさ 和歌 そうなのです。ＳＮ
Sが
盛んな現代では、短 言葉でやり取り のが普通になっています。ちょ とした言い回しはレトリックに凝る 、相手に「おっ！」と思わせ ことができる。 いう時代だからこそ、ＳＮ
S世代は和歌への親和性が高いのではな
いかなと思っています。レトリックは教えられてできるという部分もありますが、本能的にやりた こと はないでしょうか。 日本にはこん 表現の歴史があるのだと知ることは大切だと思いますね。レトリックの部分を排除 てしまうと、言葉の文化 とても痩せ 文化になります。あまり構えずに、ごく自然に私たちの中にあるものだと思ってみ 欲しい。面白いと思わ い人 いるかもしれませんが、潜在的に面白い る人 、日本語
を書いたり話したりする中での豊かな部分だと、その魅力を知ってほしいですね。だってね、これだけ大喜利とかなぞかけとかが好きな国なんですよ。夜中にＮＨＫで放送しているケータイ大喜利に ても、 「うまいこと言うなぁ」ですよ。和歌だ 同じで、 「うまいこと言うなぁ」 「上手に作ったなぁ」という見方で、 面白さを知ってほしいです。　
私は新古今時代の和歌の研究をしています。本歌取りの
研究ですね。高校の古典の授業など は本歌取りを、 「古い歌の言葉を使 自分の歌を作ること」と説明していすが、それだけではなくて、昔 言葉が「わかる人にはわかる」キーワード な です。昔の人たちにとってはごくごく常識的なことだったのですが、今の私たちには常識ではな ので、もうそれがわからな パロディもそうですが、それに気づいた時には「そうか！そういうことが言いたかったのか」と作者の気持ちや意図がわかる。それが面白いのです。ある時甥っ子と映画 クレヨンしんちゃん
　
嵐を呼ぶジャングル」を観ていたら、ディティー
ルがちょっ ずつ一九七〇年代風なんですね。最初はなぜこんな風になっているの わからな て。でもふ 「これコッポラの『地獄の黙示録』のパロディ だ」 分かった時、 もやもやしていたものがす きりしました。 パロディとか本歌取りは作者の意図 パーッと見える瞬間があります。そこが気持ちよくて楽しいところです。本歌取りやパロディの文化は息が長いですけれど、わからないまま放っ
ておかれたら作り手にとって残念なことになるじゃないですか。作者が仕込んだなぞなぞが解ける感じが、私は一番面白い。これか！みたいな（笑） 。　
ご覧のように、私の書棚はそっちもこっちも漫画です
（笑） 。こちらの中公文庫版の「マンガ日本の古典」は漫画家を選んでいるのでい シリーズだと思いますね。実力のある有名な漫画家が描いて ます。 『今昔物語』は水木しげる、 『平家物語』 横山光輝、 『太平記』はさい うたかを。セレクトというかテーマと漫画家の組み合わせがいいんです。 古典は漫画家にとっても題材の宝庫だと思います。夢枕獏が原作ですが、 『陰陽師』なども いところに目をつけたと思いますね。　『ちはやふる』 『超訳百人一首
 うた恋い。 』 『とりかえ・
ばや』といろいろありますが、ここを古典のスタートにしている人っている うん 研究者はこういうものがあるのは知って るし、ちょっと手に取ったこ はあるかもしれな 。けれどあまりこうした漫画を大事にしない。私はもっと大事にしても いの はないかと思っています。私自身、古典文学への扉が『あさきゆめみし』でしたから。　『ちはやふる』なんて千五百万部も売れているんですよ。千五百万部も売れているということは、それだけの人が





の開発」のプロジェクトを受け持っているのですが、まだ本格的に古典の勉強を始めていない人たちにどうやってアプローチするかのヒントが漫画にあるのでは？と思っています。元 古典に忠実かどうかよりも、その古典の一番面白いところを伝えるよう漫画化してくれたら、それでいいと思うんです。私が小中学生の時ってい 時代だ たのかもしれな 。 『あさきゆめみし』が流行っ ました。また、 氷室冴子が ざ・ちぇんじ とい 小説を書 ていて、それの元は平安時代の とりかへばや物語』なんです。 『りかへばや物語』は原作 して人気があって、現在、さいとうちほの 『とりかえ・ばや』 が連載中。男女逆転を扱う 『とりかへばや物語』 心理学の観点からも注目されています。できることなら男女逆転してみたいと思った人 一千年前にもいたのでしょう。そこが作品の一番面白いポイントだし、昔の人も今の私たちと同じなんですね。
　
大学の勉学はアカデミックでしっかりした学術的内容を
教えるものだという方は多いですし、大学の教育にあまり漫画のようなものは使いたくないという方もいらっしゃると思いますが、それに応えられる学生ばかりではなくなっています。 『うた恋い。 』は百人一首を漫画に ているのですが、言葉でどれだけ説明しても難しいことが、和歌と漫画を合わせて説明すると非常にわかりやすくなる 古文は難しいしわからな とい 学生に、すごく大きい力になるのではないかと思います。　『文豪ストレイドッグス』ってご存知ですか？
 昨年の夏






        漫画を入口に、潜在的な古典好きを掘り起こす
千五百万部も売れてる『 はやふる』
百人一首に触れているということ。毎年、競技かるたの名人戦、クイーン戦がありますが、 『ちはやふる』はその競技かるたに没頭する女子高生の話です。これだけ文学は人気がないとか古典からみんなが離れていくと嘆くなら、千五百万部売れている漫画にも目を向けたらいいのではないかと思っています。私は結構本気で読んでますよ（笑） 。和歌って枕詞とか掛詞とかでわかりにくい 言われてしまうのですが、そのハードルをちょっと越えてくれ ば 今までの自分の会話とは違う面白 世界が広がっていると感じてほしい。　
様々な出版社から多くの学習漫画が出ているのですが、
『ちはやふる』等とは全然違うと私は思っています。前者は勉強したい人しか読まない。古典の勉強の めにある漫画ですね。 『あさきゆめみし』をネット検索すると「センターの古文対策に最適」と出てくる センタ 試験 受ける人って国民の何割いますか？
 『ちはやふる』はセンター
試験などに関係なく、競技かるたを頑張 いる女子高生の話を読みたい人が、エンタテインメントとして読むわけ















































と動けなくなっちゃう。古典籍に『児雷也豪傑譚』というものがあって、ガマの児雷也はヘビ いつもやられてしまうのだけれど、綱手姫に助けられる。必ず強いも に弱いものがある、つまり終わらない戦い 話なのです。一番の疑問は、なぜナメクジはヘビ 勝つのか、です。わからないでしょう？
 それを今回私は解きました。一番最初の中
国の本ではナメクジではなく ムカデだったと う が答え。日本に伝わった時になぜ ってしまったかはわからないけれど、中国の百科事典にはガマとムカデとヘビと書いてあります。 『荘子』などの大昔から中国 本にはムカデがヘビを食べると書いてある。ヘビはムカデに食べられちゃうのです。その謎が解けた時は私も嬉しかったですよ。自分でも楽しかったで ね。　
国文研の中に総合研究大学院大学があります。一九八八
（昭和六十三） 年に日本で初めて設立された大学院だけの大学です。修士課程を修了しているかそれと同等の学力
る方ならどなたでも入れます。国文研の日本文学研究専攻の特色として、 日本文学やその周辺分野において文化資源、つまり本とか一枚刷りとか文書とかね、そうした現物に基づいた専門性に裏打ちされた、しかも国際的に魅力的な研究を行える研究者を培っています。文学研究を実証的にやることを売りにしていますから、そこは外せない。でも、今の時代はとにかく国際化、グローバル なんです だから細かい 実証しよう こだわっても そこにこだわる意味を外国人にわかってもらえないと、興味を持たれない。実証的に、でも理論も優先させて…このふたつを両立させるのは難しいです。　
国際化って大変ですよね。言葉の問題もありますが、感
覚がまったく違うから。特に海外研究者には、目前に現物がたくさんあるわけではな 。実証的 研究して 言われても難しいのです。だか 海外研究者は理論とか評論とか見方とか、そういうものに魅力 感じるようです。江戸時代の「みたてとやつし」 などに 興味を持つようですね。 「みたて」は社会風刺の意味を つパロディではない日本的な表現方法ですし、 「やつし」 中国のものを日本化した日本の文化的特色が反映されて るわけだから、どっちも日本の特色ある表現様式なのです。だから外国人 興味 持たれる。 総研大の学生 優秀 日文専は設立十五年も経っていないのに、受賞者が多いん よ。留学生も含めていろいろな賞をいただいていま 。
ネ東洋美術館の日本古典籍調査をして、 昨年目録を出しました。キオッソーネは明治 お雇い外国人で、お札のデザインをするために呼ばれて来たイタリア人です。彼は元々画家で、皆さんが西郷隆盛と言わ イメージする肖像を作った人です。高給取りで日本に長く居て日本で亡くなったのですが、浮世絵とか本、飾り物、装飾品など、 くさん買い込んだ。明治初期だ江戸時代のものはかなり安く手に入ったのだと思います。それらは彼の死後、故郷ジェノバに送られました。それがキオッソーネ東洋美術館となって、古典籍や絵本類がたくさんあります。そこで絵本を中心とした古典籍の調査をし、十七年がかりで目録を完成させました。国文研には海外調査の予算がないので科研にお金 申請しなければならない。さらに他にも仕事
ありますから、申請が通っても一年に一度しか行かれないのです。イタリアの資料調査を始めたのは四月から新館長に就任されるロバート・キャンベルさんです。彼が以前国文研に在籍していらした一九九六（平成八） 始めて、私も一九九八（平成十）年から参加しました。キャンベルさんが二〇〇〇（平成十二）年に東大に出てしまわれてからは、 在イタリア日本古典籍調査の責任者を私が引き継ぎ、昨年ようやく四つめの最後の目録を完成させてホッとしました。　
二〇〇二（平成十四）年に最初に完成させたのは、ロー
マのサレジオ大学マリオ・マレガ文庫の目録です。昨年「えくてびあん十一月号」にも掲載されていましたが、サレジオ教会のマリオ・マレガ神父 、在日した四十五年間に集めた日本資料 文庫です。一九九六（平成 ）年にキャンベルさんがバチカン図書館で出会ったサレジオ大学 オリバーレス神父から「サレジオ図書館 日本の資料や本があ
るよ」と聞いて行ったのが最初ですね。そこにはマリオ・マレガ神父が亡くなっ から、未整理の混沌状態で膨大な資料が放置されて たのです。それを六回の訪問 整理し調査し帙
ちつ
に装填した。古典籍調査って、日本でやるのも結
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